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内
子
中
学
校（
片
岡
俊し

ゅ
ん
じ二

校
長
）の
３
年
生
77
人
は
６

月
８
日
と
27
日
、
内
子
町
の

繁
栄
の
礎
を
築
い
た
木
蝋
産

業
を
学
ぶ
た
め
、
木
蝋
資
料

館
で
蝋
搾
り
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
資
料
館
で
木

蝋
産
業
の
歴
史
な
ど
を
学
ん

だ
後
、
唐か

ら
さ
お棹

を
使
っ
て
ハ
ゼ

の
実
を
落
と
す
作
業
、
立
木

式
蝋
搾
り
機
を
使
っ
て
蝋

を
搾
る
作
業
な
ど
を
実
践
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は

「
今
ま
で
蝋
の
搾
り
方
を
全

く
知
ら
な
か
っ
た
」「
大
変

な
作
業
。
昔
の
人
の
苦
労
を

少
し
知
っ
た
」と
先
人
の
苦

労
や
工
夫
を
肌
で
感
じ
た
様

子
で
し
た
。

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
授
業
―
―

内
子
中
３
年
生
が
蝋
搾
り
を
体
験

街
並
み
保
存
会
有
志
の
協
力
で
、
ハ
ゼ

の
種
と
粉
を
分
け
る
作
業
な
ど
を
行
う

内
子
町
自
治
会
対
抗
決
勝
大
会

村
前
自
治
会
と
平
岡
自
治
会
が
２
連
覇

　

内
子
町
自
治
会
対
抗
決

勝
大
会
が
行
わ
れ
、
レ
ク
バ

レ
ー
で
平
岡
自
治
会
が
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
村
前
自
治
会

が
優
勝
し
、
共
に
２
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

レ
ク
バ
レ
ー
は
６
月
５
日
、

城
の
台
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
、
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。
決
勝
戦
は
平
岡
自
治

会
と
寺
岡
自
治
会
が
対
戦
。

予
選
４
試
合
を
ス
ト
レ
ー
ト

勝
ち
し
た
チ
ー
ム
同
士
の
戦

い
は
大
接
戦
と
な
り
ま
し
た

が
、
平
岡
自
治
会
が
15
対
13

の
僅
差
で
２
セ
ッ
ト
を
連
取

し
、勝
利
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
６
月
12

日
、
内
子
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、８
チ
ー
ム
が
出
場
。決
勝

戦
は
予
選
２
試
合
で
21
得
点

を
挙
げ
た
村
前
自
治
会
と
、

準
決
勝
で
逆
転
勝
利
し
た
小

田
自
治
会
と
の
対
戦
。
２
対

２
の
同
点
で
迎
え
た
最
終
回

に
、
一
挙
４
点
を
取
っ
た
村

前
自
治
会
が
、
６
対
３
で
勝

利
し
ま
し
た
。

1.2_優勝した村前自治会（上）と平岡自治会（下）の皆さん
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2

内子分団第３部が見事優勝
愛媛県消防操法大会へ――

　
「
第
30
回
愛
媛
県
消
防
操

法
大
洲
喜
多
地
区
大
会
」は

６
月
５
日
、
大
洲
市
の
五
郎

大
橋
上
流
河
川
敷
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
か
れ
、
内
子
町
か

ら
は
６
チ
ー
ム
が
出
場
。
内

子
方
面
隊
内
子
分
団
第
３
部

が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

見
事
優
勝
し
、
７
月
31
日
に

開
か
れ
る
愛
媛
県
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
消
防
団

員
の
消
火
技
術
の
向
上
を
目

的
に
、
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
な

ど
の
操
作
の
正
確
さ
や
火
点

に
見
立
て
た
的
を
倒
す
時
間

な
ど
を
競
い
ま
す
。

　

各
部
門
の
結
果
と
最
優
秀

個
人
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
》

▽
優
勝
―
内
子
分
団
第
３
部

▽
２
位
―
小
田
分
団

▽
最
優
秀
個
人
―
坂
見
治お

さ
む（

　
内
子
）、酒
井
勝か

つ
や也（

内
子
）、

　
上
中
裕ゆ

う
じ二（
小
田
）

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》

▽
３
位
―
天
神
分
団
第
２
部

▽
最
優
秀
個
人
―
森
一か

ず
あ
き昭

　

　（
天
神
）

1_優勝した内子分団第３部の皆さん　2_競技前に円陣を
組んで気合いを入れる　3_放水すると同時に火点に水を当
てる選手　4_雨でぬれたグラウンドでも練習の成果を発揮
5_最優秀個人表彰を受けた選手の皆さん
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内
子
町
内
を
中
心
に
活
動

す
る
劇
団
オ
ー
ガ
ン
ス
の
有

志
が
６
月
19
日
、
商
い
と
暮

ら
し
博
物
館（
資
料
館
）
で

「
町
並
み
演
劇
」を
行
い
ま
し

た
。
現
在
開
催
中
の
え
ひ
め

い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６

「
内
子
時
代
祭
」の
一
環
。

　

資
料
館
は
元
薬
屋
を
活
用

し
た
施
設
で
、
母
屋
で
は
大

正
10
年
頃
の
薬
屋
の
暮
ら
し

を
当
時
の
道
具
類
や
人
形
を

使
っ
て
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
演
劇
で
は
、
劇
団

オ
ー
ガ
ン
ス
の
役
者
５
人
が

人
形
に
変
わ
り
、
若
旦
那
や

使
用
人
を
演
じ
て
、
当
時
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
ま
し
た
。

　

内
子
弁
で
話
す
演
劇
は
、

地
元
の
人
た
ち
に
も
好
評
。

劇
団
の
徳
田
幸こ

う
じ治
代
表
は

「
町
の
人
が
方
言
を
教
え

て
く
れ
た
り
、
懐
か
し
い
と

言
っ
て
く
れ
た
り
、
遠
い
昔

の
内
子
の
暮
ら
し
を
感
じ
る

演
劇
に
な
っ
た
。
建
物
全
体

が
不
思
議
な
空
間
に
な
り
、

そ
れ
を
観
客
と
共
有
で
き
た

こ
と
に
感
動
し
た
」
と
満
足

そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

大正10年頃の薬屋を演劇で再現
劇団オーガンスの「町並み演劇」

資料館内に常設している人形に混ざって演じる劇団オーガンス
のメンバーと、観覧する来場者（今後の予定は22ページを参照）

心
に
染
み
る
、
歌
声
と
涙
―
―

三
田
杏
華
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
で
熱
唱

　
「
三
田
杏き

ょ
う
か華

・
ふ
る
さ
と

コ
ン
サ
ー
ト
～
こ
の
町
か
ら

～
」
が
６
月
25
日
、
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
ス
バ
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

小
田
小
学
校
の
児
童
だ
っ

た
三
田
さ
ん
は
、
演
歌
歌
手

の
長
山
洋よ

う
こ子

さ
ん
に
憧
れ
て

三
味
線
を
始
め
た
他
、
地
元

の
太
鼓
集
団「
喜
鼓
里
」
で

太
鼓
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
三
味
線
の

「
由ゆ

う
よ
う謡
会
」、
喜
鼓
里
と
久
し

ぶ
り
の
共
演
。
恩
師
の
言
葉

に
感
極
ま
り
、
涙
を
流
す
場

面
も
―
―
。
新
曲『
春
の
す

み
だ
川
』
な
ど
15
曲
を
披
露

し
、「
や
っ
ぱ
り
、
ふ
る
さ
と

が
大
好
き
」と
笑
顔
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

歌
い
な
が
ら
会
場
の
皆
さ
ん
と
握
手
を

し
て
ま
わ
る
三
田
さ
ん


